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市議会だより 新議会体制 ２平成22年８月１日

 

●
議
　

長
に
　

土
井
正
人
　

議
員

●
副
議
長
に
　

河
野
正
行
　

議
員

こ
の
度
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
推
挙
に

よ
り
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

江
津
市
議
会
は
、
今
回
の
選
挙
で
定

数
が
24
人
か
ら
16
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
議
会
改

革
を
推
し
進
め
、
市
民
の
皆
様
の
目
線

に
立
ち
、
更
な
る
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
変
厳
し
い
市
政
運
営
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
全
員
が
切

磋
琢
磨
し
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
難
局

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〔
投
票
結
果
〕

◆
議
長
選
挙

投
票
総
数

16
票

・
土
井
12
票

・
山
本
3
票

・
多
田
1
票

◆
副
議
長
選
挙

投
票
総
数

16
票

・
河
野
12
票

・
山
本
3
票

・
多
田
1
票

６
月
10
日

15
日

16
日

17
日

18
日

21
日

25
日

本
会
議
（
議
長
・
副
議
長
･
組
合
議
会
議
員
選
挙
・

　
　
　
　

委
員
選
任
表
彰
伝
達
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

本
会
議
（
請
願
・
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会
）

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

平成22年第4回議会定例会が、6月10日から25日までの16日間

の日程で開かれ、平成22年度補正予算を始め、市長提出議案28件、

議員提出議案４件が審議され、いずれも原案のとおり同意、承認

及び可決されました。

また、一般質問では９名の議員が市政全般にわたって、市長

の考えをただしました。

審議の様子（同意議案より～起立採決～）

月６ 議 会 定 例 会６月（第4回）定例会日程
平成22年

就　任　の　あ　い　さ　つ

土井　正人 議長

個
々
の
英
知
を
結
集
し
組
織
力
を
高

め
、日
々
研
鑽
し
企
画
力
を
養
い
、つ
な

が
り
を
深
め
調
整
力
を
身
に
つ
け
、
お

互
い
に
認
め
合
い
、磨
き
合
い
、高
め
合

い
、
支
え
合
い
、
そ
し
て
、
個
々
の
持
ち

味
を
活
か
し
つ
つ
総
力
を
結
集
す
る
時

で
す
。
一
人
一
人
の
力
は
わ
ず
か
で
す

が
、
そ
の
力
を
結
集
す
れ
ば
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。議
員
の
力
を
結
集
し
、ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
行
動
を
起
こ
す
組
織

体
と
な
り
、難
局
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

未
来
を
語
る
先
見
性
を
持
つ
議
会
、

自
ら
が
学
び
創
造
し
、
夢
を
語
り
と
も

に
感
動
す
る
、
自
己
変
革
と
協
働
で
き

る
議
会
を
議
長
と
と
も
に
目
指
し
ま
す
。

河野　正行 副議長

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
会
の
新
体
制
決
ま
る



市議会だより各委員会構成３ 平成22年８月１日

改
選
に
伴
う
新
し
い
委
員

会
構
成
に
お
い
て
委
員
長
に

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
光

栄
で
あ
り
、
こ
の
職
責
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

当
委
員
会
の
所
管
は
、
総
務
・

教
育
・
会
計
等
広
範
囲
に
わ

た
り
ま
す
が
、
特
に
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
市
政
の
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
皆
様
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

委
員
長
　

石
橋
　

孝
義

＜総務文教委員会/８名＞

予算委員会・現地調査で「有福温泉総合観光開

発事業」の説明を受ける（6月21日）

◎委 員 長　石橋孝義

○副委員長　森脇悦朗

委　　員　横田省吾、藤間義明、河野正行

　　藤田　厚、山本　誉、永岡静馬

改
選
後
、委
員
長
に
就
任
し
、

重
責
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。機
構
改
革
に
よ

り
、所
管
は
５
部
11
課
２
室
他

で
議
会
始
ま
っ
て
以
来
の
多

く
を
担
当
し
ま
す
。
　

地
域
経
済
や
地
場
産
業
の

支
援
と
市
民
生
活
の
改
善
、障

害
者
福
祉
、
高
齢
者
、
子
育
て

等
の
対
策
に
つ
い
て
課
題
が

山
積
す
る
中
、委
員
の
皆
さ
ん

と
慎
重
に
審
議
し
、市
民
に
と

っ
て
最
良
と
な
る
よ
う
委
員

会
運
営
に
努
力
致
し
ま
す
。

委
員
長
　

茅
島
　

昇

＜建設厚生委員会/８名＞

◎委 員 長　茅島　昇

○副委員長　山根兼三郎

委　　員　多田伸治、島田修二、盆子原民生

　　　　　土井正人、田中直文、福原昭平

こ
の
度
、
改
選
後
の
６
月
市

議
会
に
お
い
て
予
算
委
員
会
委

員
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
津
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

人
口
減
少
に
起
因
す
る
少
子
高

齢
化
に
よ
る
税
収
の
減
少
と
と

も
に
、
増
大
す
る
社
会
福
祉
費

や
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に

基
金
を
取
り
崩
し
つ
つ
や
り
繰

り
し
て
い
る
現
状
で
す
。

山
積
す
る
行
政
課
題
に
対
応

し
つ
つ
、
市
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
委
員
会
と
な
る
よ
う
尽

力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

委
員
長
　

永
岡
　

静
馬

＜予算委員会/14名＞

◎委 員 長　永岡静馬

○副委員長　藤田　厚

委　　員　議長及び監査委員を除く12名

〔議会運営委員会/6名〕

◎委 員 長　福原昭平

○副委員長　石橋孝義

委　　員　茅島　昇、河野正行、藤田　厚

　　山本　誉

〔地域医療対策特別委員会/6名〕

◎委 員 長　福原昭平

○副委員長　山根兼三郎

委　　員　島田修二、茅島　昇、盆子原民生

　　　　　永岡静馬

〔議会改革特別委員会/8名〕

◎委 員 長　河野正行

○副委員長　森脇悦朗

委　　員　山根兼三郎、茅島　昇、石橋孝義

　　　　　藤田　　厚、山本　誉、永岡静馬

〔議会広報・情報公開対策特別委員会/6名〕

◎委 員 長　森脇悦朗

○副委員長　島田修二

委　　員　多田伸治、横田省吾、河野正行

　　　　　藤田　厚



市議会だより 補正予算審議 ４平成22年８月１日

（一般会計補正予算）

＜平成22年度6月補正予算の主要事業＞

◆
予
算
審
議
結
果

○
原
案
可
決
【
賛
成
全
員
】

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
※
な
お
、
そ
の
他
に
審
議

さ
れ
た
議
案

〔
市
長
提
出
議
案
〕

◆
同
意
議
案
（
１
件
）

◆
承
認
議
案
（
10
件
）

◆
条
例
議
案
（
９
件
）

◆
一
般
議
案
（
１
件
）

及
び

〔
議
員
提
出
議
案
〕

◇
条
例
議
案
（
１
件
）

◇
一
般
議
案
（
３
件
）

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

同
意
、
承
認
及
び
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12億5,811万円増12億5,811万円増一般会計
補正予算

1億6,325万円増1億6,325万円増特別会計補正予算
（公共下水道事業）

骨格（当初）予算に肉付け。予算総額148億5,811万円　（参考）昨年度同月予算総額は157億2,853万円

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

学校給食センタ

ー 建 設 事 業

公営住宅建設

事 業

有福温泉総合

観光開発事業

地 域 医 療

支援対策事業

緊急経済・雇用

安定化対策事業

公共下水道事業

（江津西処理場

増 設 事 業 ）

3億9,700万円

2億5,900万円

8,200万円 

1,400万円

300万円

1億7,100万円

旧済生会病院跡地に学校給
食センターを建設するもの。
平成 22、23 年度の 2ヵ年の
継続事業として実施し、平
成 23 年の２学期からの供用
開始を目指す。

老朽化した県営住宅・市営住

宅5棟の建設を平成22年度・

23年度2カ年計画で行うもの。

有福温泉観光振興のため、温

泉街の回遊ゾーン整備、神楽

演芸場の整備を行うもの。

解雇された離職者を１年以
上雇用する事業主に、当該労
働者に支払う賃金の一部を
補助する雇用対策。

江津西浄化センターは、接続
件数の増加により、処理能力
の65％まで伸びており水処
理施設を増設するもの。

済生会江津総合病院の病床

維持等に対する支援策とし

て交付するもの。

多田　これまでの予算編成の踏襲であり、人口増、医師・看護

師の確保、子育て支援、農林水産業に向けた肉付けがされてお

らず、中小企業者向けの中小企業信用保証料補助金の予算がな

くなったままになっているため反対。

反対討論（一般会計）

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

原
案

賛　成

多　　数



市議会だより委員会審議内容５ 平成22年８月１日

◆
人
権
擁
護
法
案
の
成
立

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
（
陳
情
）

＝
内
容
＝

　

憲
法
第
21
条
で
保
障
さ

れ
た
国
民
の
表
現
の
自
由

が
侵
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る

人
権
擁
護
法
案
の
設
立
を

反
対
す
る
意
見
書
を
国
に

提
出
し
て
ほ
し
い
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

現
在
の
状
況
は
。

■答
　

平
成
14
年
の
国
会
に

内
閣
よ
り
提
出
さ
れ
た
が
、

平
成
15
年
10
月
の
衆
議
院

の
解
散
に
伴
い
廃
案
に
な

っ
て
い
る
。

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
す
で
に
廃
案
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
改
め
て
意
見

書
を
出
す
必
要
は
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

○
な
し

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
者
な
し
』
に
よ

り
、
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
。

◆
江
津
市
事
務
分
掌
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

平
成
22
年
７
月
１
日
の

組
織
、
機
構
改
革
に
伴
い
、

部
の
設
置
及
び
所
掌
事
務

を
改
正
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

課
・
係
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
人
件
費
が
２

０
０
万
円
程
度
増
え
る
と

の
こ
と
だ
が
、
諸
経
費
も

増
え
る
の
で
は
。

■答
　

名
称
な
ど
の
変
更
に

よ
る
看
板
の
調
達
な
ど
、

必
要
諸
経
費
は
出
て
く
る

が
、
極
力
抑
え
る
よ
う
に

努
め
る
。

□問
　

細
分
化
に
よ
り
、
少

人
数
の
課
及
び
係
が
増
え

る
と
思
う
が
、
負
担
増
に

よ
る
職
員
の
健
康
管
理
の

充
実
を
。

■答
　

職
員
の
健
康
管
理
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
十
分
注

意
し
て
い
く
。

＝
結
果
＝

　

異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

※
こ
の
他
に
も
、
条
例
議

案
６
件
、
一
般
議
案
１

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
永
住
外
国
人
地
方
参

政
権
付
与
」
に
反
対
す
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
陳
情
）

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
地
方
自
治
体
に
全
て
の

住
民
が
参
加
す
る
こ
と
は

憲
法
に
定
め
る
権
利
で
あ

る
。

【
賛
成
討
論
】

○
参
政
権
は
国
民
固
有
の

権
利
で
あ
り
、
国
籍
を
取

得
す
れ
ば
よ
い
。

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
少
数
』
に
よ
り
、

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

◆
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
法
制
化
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
（
陳

情
）

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
家
族
の
形
は
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
者
な
し
』に
よ
り
、

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

◆
子
ど
も
手
当
て
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
（
陳
情
）

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
子
育
て
世
帯
は
所
得
が

低
く
、
不
況
に
苦
し
ん
で

い
る
。
子
ど
も
手
当
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
で
、
定
住

対
策
に
つ
な
が
る
。

【
賛
成
討
論
】

○
財
源
の
裏
づ
け
や
経
済

効
果
も
な
く
、
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。

○
こ
の
ま
ま
続
け
れ
ば
、

将
来
子
供
た
ち
の
負
担
に

な
る
。
保
育
所
整
備
等
で

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

＝
結
果
＝

　

「
賛
成
多
数
」
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

◆
改
正
国
籍
法
の
厳
格
な

制
度
運
用
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
（
陳

情
）

＝
内
容
＝

　

国
籍
法
第
３
条
の
改
正

に
よ
り
、
日
本
国
籍
取
得

の
際
、
偽
装
虚
偽
申
請
等

に
よ
る
認
知
が
生
じ
な
い

よ
う
に
厳
格
な
制
度
運
用

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

〔
 

討
 

論
 

〕

【
反
対
討
論
】

●
国
へ
の
要
望
と
し
て
は

不
向
き
で
あ
る
。

●
既
に
厳
し
い
改
正
が
さ

れ
て
い
る
。

【
賛
成
討
論
】

○
な
し

＝
結
果
＝

　

『
賛
成
者
な
し
』に
よ
り
、

不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
た
。

※
こ
の
他
に
も
、
条
例
議

案
２
件
、
一
般
議
案
２

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

常任委員会常任委員会審議審議
内容内容常任委員会常任委員会審議審議
内容内容常任委員会審議
内容

総
務
文
教
委
員
会

建
設
厚
生
委
員
会
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中
山
間
地
域
振
興
策
は

市
長
／
地
域
資
源
の
活
用

定住促進

森 脇 悦 朗

閉鎖予定の江津工場

島 田 修 二

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

機
構
改
革

市民サービスの
　　　　　確保を

市長／低下はない

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

地域老人会による草刈作業（あおぞら学園）

□問
　

機
構
改
革
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
組
織
の
検
証

と
改
革
に
か
か
る
予
算
は
。

ま
た
職
員
の
事
務
作
業
量

増
加
や
、
名
称
変
更
な
ど

で
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
の
で
は
。

■答
　

中
課
制
に
よ
り
問
題

点
の
把
握
や
政
策
決
定
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
組

織
が
効
果
的
に
機
能
し
て

い
る
。
中
課
制
の
良
い
と

こ
ろ
を
残
し
て
組
織
を
細

分
化
し
た
い
。
ま
た
人
件

費
は
２
０
０
万
円
か
ら
３

０
０
万
円
増
を
見
込
ん
で

い
る
。
職
員
相
互
の
協
力

意
識
は
向
上
し
て
お
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な

い
。

□問
　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
江
津

工
場
閉
鎖
に
つ
い
て
、
現

状
と
失
業
者
対
策
は
。

■答
　

７
月
末
の
工
場
閉
鎖

が
決
ま
っ
て
い
る
。
正
社

員
70
名
の
う
ち
、
15
名
は

既
に
松
江
工
場
に
異
動
。

残
り
55
名
は
７
月
末
で
異

動
の
予
定
。
正
社
員
の
退

職
者
は
10
名
で
、
失
業
者

対
策
は
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
し
、
約
10
名

の
新
規
雇
用
を
創
出
す
る

た
め
に
、
県
に
要
望
し
て

い
る
。

□問
　

集
落
崩
壊
の
懸
念
さ

れ
る
中
山
間
地
域
の
格
差

を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
、

持
続
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
過
疎
対
策
、

振
興
施
策
は
。

■答
　

集
落
維
持
に
つ
な
が

る
よ
う
、
生
活
交
通
の
確

保
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
推

進
に
よ
る
担
い
手
確
保
や

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
産
業
の
創
出
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
江
津
モ

デ
ル
を
申
請
中
）
、
自
然

環
境
や
伝
統
文
化
、
歴
史

の
保
全
と
活
用
と
い
っ
た

内
容
で
、
県
の
指
針
に
基

づ
き
過
疎
計
画
を
固
め
議

会
に
諮
り
た
い
。

□問
　

空
き
家
対
策
の
現
状

と
課
題
、
空
き
家
の
市
営

住
宅
化
を
含
め
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

■答
　

産
民
官
が
協
働
し
た

空
き
家
活
用
推
進
体
制
及

び
空
き
家
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
の
整
備
に
よ
り
、
４

年
間
で
44
件
91
人
の
方

が
県
内
外
か
ら
移
住
さ
れ

た
。
合
わ
せ
て
就
業
支
援

に
よ
り
一
定
の
成
果
を
上

げ
た
。
空
き
家
登
録
数
を

増
や
す
こ
と
が
課
題
で
、

今
後
全
市
的
に
進
め
た
い
。

市
営
住
宅
化
は
今
年
度
旧

市
内
で
３
戸
を
事
業
化
し

た
い
。

は
か
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□問
　

駅
前
地
区
再
生
整
備

の
方
針
、
考
え
方
は
。
ま

た
、
市
民
・
住
民
、
議
会

の
合
意
形
成
の
も
と
進
め

る
べ
き
で
は
。

■答
　

本
市
の
顔
と
な
る
中

心
拠
点
を
整
備
し
、
江
津

駅
周
辺
に
都
市
基
盤
を
充

実
さ
せ
、
計
画
的
な
整
備

を
進
め
市
街
地
の
再
構
築

を
図
っ
て
い
く
。
調
査
実

施
事
業
の
協
議
検
討
を
進

め
て
お
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
広

く
市
民
の
声
を
聞
き
反
映

さ
せ
合
意
形
成
を
図
る
。

□問
　

公
共
・
公
益
拠
点
施

設
に
図
書
館
・
歴
史
資
料

館
を
併
設
す
る
話
が
新
聞

や
巷
に
流
出
。
複
合
雑
居

ビ
ル
に
併
設
が
ベ
ス
ト
か

疑
問
に
思
う
が
考
え
は
。

■答
　

拠
点
施
設
は
公
共
交

通
拠
点
機
能
を
生
か
し
、

幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
が

頻
繁
に
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
、
交
流
拠
点
機
能
を

有
す
る
施
設
と
す
る
。
図

書
館
等
は
要
望
も
出
さ
れ

て
い
る
が
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
等
も
十
分
に
専

門
家
、
庁
内
で
検
討
し
市

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

推
進
す
る
。

駅
前
再
生
整
備
は

市
長
／
計
画
策
定
し
推
進

再生整備

石 橋 孝 義

実
態
把
握

水道料金の軽減を

市長／軽減へ取り組む

□問
　

県
か
ら
の
受
水
１
０

０
％
依
存
し
本
年
25
年

を
迎
え
る
。
水
道
事
業
経

営
は
厳
し
く
、
人
口
減
少

傾
向
が
見
え
不
安
を
残
し

て
い
る
が
、
市
民
も
願
う

水
道
料
金
軽
減
を
。

■答
　

長
年
軽
減
等
の
努
力

を
し
た
が
、
抜
本
的
改
善

に
至
ら
ず
、
平
成
20
年

度
に
三
者
総
合
的
検
討
会

が
発
足
。
水
道
事
業
対
策

特
別
委
員
会
の
努
力
に
よ

っ
て
、
知
事
か
ら
発
言
を

引
き
出
し
た
。
そ
の
結
果
、

受
水
単
価
が
数
千
万
円
削

減
さ
れ
、
一
部
市
民
へ
の

還
元
に
取
り
組
む
。

□問
　

保
育
所
の
受
け
入
れ

や
市
独
自
の
支
援
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
や
求
職
中
の
対

応
は
。
子
育
て
中
の
保
護

者
が
安
心
し
て
子
供
を
預

け
ら
れ
る
支
援
策
等
は
。

■答
　

保
育
料
は
基
準
の
30

％
負
担
軽
減
し
、
第
３
子

以
降
は
全
額
無
料
、
保
護

者
が
求
職
活
動
を
す
る
場

合
、
約
束
書
に
よ
り
３
ヶ

月
の
期
限
付
き
で
入
所
可

能
。
求
職
困
難
時
は
面
談

し
対
応
す
る
。
保
護
者
が

安
心
し
て
預
け
る
た
め
に

も
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を

検
討
し
、
保
育
環
境
の
整

備
を
着
実
に
実
施
す
る
。 子どもまつり（地場産業振興センター）

現在の駅前

茅 島 　 昇

～クリック～
＜パブリックコメント＞
行政機関が政策立案等を行う際、
その案を公表し、広く市民・事
業者等の皆さんから意見や情報
を提出してもらい、最終意志決
定を行うこと。
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栽培漁業へヒラメ稚魚の放流

３月に開催された記念式典

漁
業
育
成

水産業育成施策は

市長／資源管理型漁業へ
盆子原 民 生

□問
　

漁
獲
量
の
減
少
は
か

な
り
の
右
肩
下
が
り
で
、

こ
の
現
状
把
握
と
漁
業
従

事
者
の
実
態
、
ま
た
漁
業

を
守
る
行
政
と
し
て
の
施

策
は
。

■答
　

漁
獲
量
に
つ
い
て
は

か
な
り
の
減
少
が
あ
る
。

漁
業
従
事
者
に
つ
い
て
も

減
少
傾
向
に
あ
る
の
も
事

実
。
年
齢
別
に
於
い
て
は

二
極
化
の
傾
向
が
顕
著
に

現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

獲
る
漁
業
か
ら
つ
く
り
育

て
る
資
源
管
理
型
漁
業
へ

の
移
行
を
目
指
し
、
漁
礁

の
設
置
等
継
続
し
て
図
れ

る
よ
う
検
討
す
る
。

□問
　

水
産
業
に
と
っ
て
大

き
な
問
題
は
後
継
者
不
足
。

年
齢
二
極
化
の
傾
向
は
従

事
者
不
足
に
つ
な
が
り
、

早
急
な
後
継
者
育
成
施
策

が
必
要
で
は
。

■答
　

後
継
者
の
育
成
施
策

と
し
て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者
に
空
き
家
の
紹
介

に
合
わ
せ
、
就
業
の
場
と

し
て
漁
業
へ
の
情
報
発
信

を
行
う
。
ま
た
鮮
度
を
保

つ
活
け
締
め
技
術
な
ど
の

伝
承
、
漁
場
の
確
保
等
、

所
得
向
上
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
催
し
を
通
し
て
、
地
元

で
獲
れ
た
魚
の
消
費
拡
大

Ｐ
Ｒ
等
を
実
施
す
る
。

市
政
運
営

今後の市政運営は

市長／合併の総仕上げ

□問
　

3
期
12
年
間
の
総
括

と
今
後
の
市
政
運
営
は
。

■答
　

就
任
当
初
は
財
政
健

全
化
の
た
め
に
行
財
政
改

革
を
断
行
し
、
2
期
目
は

江
津
・
桜
江
と
の
県
内
で

最
初
の
合
併
を
果
た
し
、

3
期
目
は
定
住
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
新
市
建
設
計
画

の
総
仕
上
げ
、
第
5
次
総

合
振
興
計
画
の
着
実
な
推

進
に
加
え
、
新
た
な
産
業

の
創
出
に
努
め
雇
用
の
拡

大
を
目
指
す
。

□問
　

男
女
共
同
参
画
社
会

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

女
性
の
市
政
参
加
へ
の
環

境
整
備
や
啓
発
を
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

■答
　

基
本
目
標
の
「
政
策

方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女

の
参
画
」
の
た
め
に
、
審

議
会
・
委
員
会
へ
の
女
性

の
委
員
数
の
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、
人
材
育
成

に
地
道
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

□問
　

地
方
自
治
の
た
め
に

地
方
の
政
治
力
を
向
上
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
公

正
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ

う
法
令
の
遵
守
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
。

■答
　

政
治
活
動
と
選
挙
運

動
と
は
不
明
確
な
部
分
が

あ
り
、
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
と
連
絡
確
認
を
し
て

い
る
。

山根 兼三郎
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□問
　

先
を
見
通
し
た
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

合
わ
せ
て
輝
く
ま
ち
づ
く

り
の
進
め
方
は
。

■答
　

国
の
地
方
財
政
計
画

を
踏
ま
え
、
機
構
改
革
を

行
う
中
か
ら
長
期
的
展
望

に
立
ち
、
新
市
建
設
計
画

の
総
仕
上
げ
に
取
組
む
。

　

ま
た
教
育
に
よ
る
人
づ

く
り
、
人
材
育
成
の
た
め

の
教
育
力
・
人
間
力
・
文

化
力
を
高
め
て
、
き
ら
り

と
輝
く
ま
ち
、
地
域
の
活

力
を
生
み
出
す
。

□問
　

都
市
計
画
課
よ
り
江

津
駅
前
地
区
再
生
整
備
の

基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
が

今
後
の
進
め
方
は
。

■答
　

地
元
の
活
性
化
協
議

会
、
商
店
会
、
商
工
会
議

所
や
有
識
者
な
ど
含
め
て

協
議
検
討
し
て
い
る
。
今

後
、
公
共
公
益
施
設
や
中

心
市
街
地
活
性
化
の
基
本

計
画
の
策
定
を
行
う
。
図

書
館
建
設
に
つ
い
て
は
基

本
構
想
に
基
づ
き
、
今
後

建
築
の
専
門
家
の
委
員
な

ど
増
や
し
基
本
計
画
を
論

議
す
る
。

中
長
期
の
見
通
し
は

市
長
／
国
の
財
政
対
策
を
危
惧

財政運営

山 本 　 誉
再生整備が急がれる江津駅前通り

医
療
費

医療費助成の
　　　　　拡大を

市長／助成は難しい

□問
　

子
ど
も
の
医
療
費
軽

減
を
望
む
市
民
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

県
が
制
度
を
拡
充
す
る
が
、

こ
れ
と
併
せ
て
助
成
の
拡

大
を
。

■答
　

義
務
教
育
就
学
前
児

童
の
医
療
費
無
料
に
取
組

ん
で
い
る
。
医
療
機
関
と

の
相
談
も
必
要
で
、
医
師

不
足
を
解
決
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
医
療
費
だ
け

の
助
成
は
難
し
い
。
ま
た
、

県
か
ら
の
負
担
軽
減
だ
け

で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

□問
　

市
内
の
離
職
者
の
把

握
は
。
把
握
す
る
た
め
雇

用
対
策
の
部
署
を
作
る
べ

き
で
は
。
雇
用
対
策
の
要

請
を
行
っ
た
が
、
補
正
予

算
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
。

■答
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
把

握
し
て
い
る
た
め
、
市
で

は
把
握
し
て
い
な
い
。
農

林
商
工
課
に
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
る
。
市
民
課
に

も
窓
口
を
設
け
、
広
報
で

も
知
ら
せ
て
い
る
。
解
雇

が
あ
れ
ば
、
企
業
に
対
し

職
員
を
派
遣
し
対
応
し
て

い
る
。
雇
用
環
境
の
回
復

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

産
業
の
振
興
を
図
る
た
め

企
業
支
援
を
し
、
雇
用
環

境
の
拡
大
に
取
り
組
む
。 安心の子育て支援を（渡津保育所の夏祭り）

多 田 伸 治
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一般質問・豆知識

□問
　

合
併
総
仕
上
げ
実
現

に
向
け
た
機
構
改
革
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
変
更
点

は
。
人
材
育
成
・
職
員
採

用
試
験
に
つ
い
て
と
定
住

係
の
人
員
配
置
と
業
務
は
。

■答
　

分
掌
事
務
見
直
し
に

よ
る
責
任
の
明
確
化
・
事

務
の
簡
素
化
・
決
裁
の
ス

ピ
ー
ド
化
・
迅
速
化
を
行

う
。
職
員
採
用
は
継
続
的

に
採
用
し
、
地
域
主
権
を

支
え
る
人
材
を
育
成
。
ま

た
、
業
務
を
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
に
出
来
る
人
材
育

成
を
進
め
る
。
人
員
配
置

に
つ
い
て
は
全
体
的
に
検

討
中
で
、
中
山
間
地
域
の

定
住
対
策
を
中
心
に
行
う
。

□問
　

働
き
場
の
確
保
に
よ

る
人
口
減
少
対
策
は
。
子

ど
も
行
政
一
元
化
の
方
向

性
と
、
中
心
市
街
地
再
生

室
の
人
員
と
業
務
は
。

■答
　

政
策
企
画
課
や
産
業

振
興
部
、
そ
し
て
県
企
業

立
地
課
と
連
携
し
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
・
教
育
、
様
々

な
施
策
で
の
施
設
拡
充
を

含
め
取
り
組
む
。
国
の
子

ど
も
行
政
の
方
向
性
を
見

て
検
討
す
る
。
再
生
室
は

最
低
少
数
で
の
配
置
と
、

高
浜
地
区
を
加
え
た
駅
前

地
区
の
市
街
地
再
生
業
務

を
す
る
。

人
口
減
少
対
策
は

市
長
／
関
係
部
署
と
連
携

機構改革

議
会
豆
知
識

議
会
豆
知
識

藤 田 　 厚
中心市街地再生室による会議風景

　

議
会
の
招
集
は
議
会
を
開
く
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
急
を
要
す
る

場
合
を
除
い
て
は
、
開
会
の
７
日
ま

で
に
市
長
が
告
示
し
て
行
い
ま
す
。

　

議
会
の
会
期
は
、
議
会
の
会
議
を

行
う
期
間
で
、
議
会
の
議
決
に
よ
り

招
集
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
「
何

日
間
」
と
定
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
議
会
の
招
集
は
会

期
を
開
始
さ
せ
る
絶
対
条
件
で
あ
り
、

権
限
は
市
長
に
属
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
期
は
法
的
な
議
会
活
動

の
期
間
で
あ
り
、
議
会
が
付
議
事
件

の
多
少
を
考
慮
し
自
主
的
に
議
決
す

る
も
の
で
、
市
長
に
そ
の
決
定
権
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

提
案
権
と
は
議
会
に
議
案
を
提
案

す
る
権
限
の
こ
と
を
い
い
、
発
案
権

と
も
言
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
の
発
案
権
は
、
原
則
と

し
て
市
長
と
議
員
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
一
方
に
専
属
す
る
場
合
と
、
双

方
に
属
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

発
案
権
の
所
属
と
し
て
、
議
会
の

議
決
す
る
議
案
に
は
、
左
記
の
３
種

類
が
あ
り
ま
す
。

①
議
会
の
議
決
が
直
ち
に
そ
の
地
方

公
共
団
体
の
意
思
と
し
て
成
立
す

る
も
の
（
団
体
意
思
の
決
定
）

　
　

条
例
、
予
算
が
代
表
的
な
も
の

で
す
。
し
か
し
、
予
算
に
つ
い
て

は
自
治
法
に
長
の
専
属
と
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
条
例
に
つ
い
て
は
、

長
及
び
議
員
の
双
方
に
あ
る
も
の

と
、
そ
の
一
方
の
み
が
有
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

②
議
会
の
議
決
が
、
単
に
議
会
の
意

思
を
決
定
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の

（
機
関
意
思
の
決
定
）

　
　

議
員
に
提
案
権
が
専
属
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
意
見
書
の
提
出
、

議
員
の
懲
罰
、
会
議
規
則
の
制
定

な
ど
で
す
。

③
長
が
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を

執
行
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
前
提

と
し
て
議
会
の
議
決
を
要
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　
　

提
案
権
は
長
に
専
属
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
副
市
長
の
選
任
、

監
査
委
員
の
選
任
な
ど
で
す
。

【
議
会
の
招
集
と
会
期
の
決
定
】

【
提 

案 

権
】



市議会だより11 平成22年８月１日 請願と陳情

 

請願請願と陳情陳情請願請願と陳情陳情請願と陳情

＝内容＝

平成21年1月1日に施行された国籍法第3

条の改正により、日本国籍取得の際、偽装

虚偽申請等による認知が生じないように厳

格な制度運用の導入を求める意見書を国に

提出してほしい。

不採択（賛成者なし）

改正国籍法の厳格な制度運用を求

める意見書の提出について（陳情）

＝内容＝

家族が同じ姓を名乗る日本の一体感ある

家庭を守り、子どもたちの健全な育成を願い、

民法改正による選択的夫婦別姓制度の導入

を反対する意見書を国に提出してほしい。

不採択（賛成者なし）

選択的夫婦別姓制度の法制化に反

対する意見書の提出について（陳情）

継続審査

島根県石見地方バス路線確保に関

する国・県による支援を求める意見

書の提出について（請願）

＝内容＝

平成22年３月26日に国会で成立した子ど

も手当は、財政破綻を回避し、子や孫たち

の利益を守るためにも廃止すべきであり、

国へ意見書を提出してほしい。

＜賛成意見＞

　なし

＜反対意見＞

多田　子育て世帯の多くは所得が低く、政

府調査で経済的支援を求める声が７割あり、

子どもの７人に１人が貧困状態である。財

源確保に消費税増税や控除廃止があれば子

ども手当て廃止に賛成だが、支給される世

帯以外へ負担増がなく、子育て支援は必要

であるため反対。

採択（賛成多数）

子ども手当の廃止を求める意見書

の提出について（陳情）

＝内容＝

中央、地方を問わず国民固有の権利であ

る参政権を、外国籍を持つ者に安易に付与

すべきではなく、外国人に参政権を付与す

ることに反対を求める意見書を国に提出し

てほしい。

不採択（賛成者なし）

「永住外国人地方参政権付与」に反

対する意見書の提出について（陳情）

＝内容＝

包括的な人権擁護を目的とした、いわゆ

る人権擁護法の成立に反対することを求め

る意見書を国に提出してほしい。

不採択（賛成者なし）

人権擁護法案の成立に反対する意

見書の提出について（陳情）
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議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果

議案第48号

議案第49号

同意第3号

承認第1号

承認第2号

承認第3号

承認第4号

承認第5号

承認第6号

承認第7号

承認第8号

承認第9号

承認第10号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

6月10日

〃

〃

6月15日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

6月25日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

可決

〃

同意

承認

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

斥

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

特別委員会の設置・委員の選任について

特別委員会の設置・委員の選任にについて

監査委員の選任について

専決処分報告について（3/23専決第1号）

専決処分報告について（3/23専決第2号）

専決処分報告について（3/23専決第3号）

専決処分報告について（3/31専決第4号）

専決処分報告について（3/31専決第5号）

専決処分報告について（3/31専決第6号）

専決処分報告について（3/31専決第7号）

専決処分報告について（3/31専決第8号）

専決処分報告について（5/21専決第9号）

専決処分報告について（5/31専決第10号）

江津市事務分掌条例の制定について

職員の育児休業等に関する条例の制定について

職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例制
定について
職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条
例制定について
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて
江津市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部を改正する条例制定について

過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例
の一部を改正する条例制定について
江津市工場立地促進条例の一部を改正する条例制定に
ついて

平成22年度島根県江津市一般会計補正予算（第1号）を
定めることについて

江津市議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ
いて

特別委員会の設置・委員の選任について

平成22年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正
予算（第1号）を定めることについて
平成22年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第1号）
を定めることについて

辺地に係る総合整備計画の変更について

水道事業の事務部局の職員に、職員の給与に関する条例
等を準用する条例の一部を改正する条例制定について

多

田

伸

治

横

田

省

吾

藤

間

義

明

山

根

兼

三

郎

森

脇

悦

朗

島

田

修

二

茅

島　

昇

石

橋

孝

義

盆

子

原

民

生

河

野

正

行

藤

田　

厚

田

中

直

文

山

本　

誉

永

岡

静

馬

福

原

昭

平

土

井

正

人

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○　賛成　　 ●　反対　　斥　除斥（選任予定者のため）
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議 員 紹 介議 員 紹 介議 員 紹 介議 員 紹 介議 員 紹 介
５月30日に実施されました「江津市議会議員選挙」において当選し、任期（４年間）を遂行される議員16名を紹介します。

※期数の多い順に掲載・同期の場合は、年齢順（６月１日現在）

①氏名(年齢)

②住所　③期数

④会派

①福原　昭平（69）

②敬川町

③４期　④創政クラブ

ふくはら しょうへい

①永岡　静馬（55）

②二宮町神主

③４期　④なし

ながおか しず ま

①山本　　誉（52）

②和木町

③４期④市民クラブ

やまもと ほまる

①田中　直文（68）

②桜江町市山

③３期④創政クラブ

た なか なおふみ

①土井 正人（64）

②松川町下河戸

③３期　④創政クラブ

ど い まさ と

①藤田　　厚（60）

②桜江町鹿賀

③３期　④政研クラブ

ふじ た あつし

①河野　正行（51）

②二宮町神主

③３期　④創政クラブ

こう の まさゆき

①盆子原　民生（64）

②和木町

③２期　④政研クラブ

ぼん こ はら たみ お

①石橋　孝義（62）

②都治町

③２期　④創政クラブ

いしばし たかよし

①茅島　　昇（57）

②嘉久志町

③２期　④創政クラブ

かやしま のぼる

①島田　修二（51）

②後地町

③２期　④市民クラブ

しま だ しゅうじ

①森脇　悦朗（48）

②跡市町

③２期　④創政クラブ

もりわき えつろう

①山根　兼三郎（43）

②都野津町

③２期　④創政クラブ

やま ね けんざぶろう

①藤間　義明（59）

②都野津町

③１期　④創政クラブ

とうま よしあき

①横田　省吾（58）

②江津町

③１期　④なし

よこ た しょうご

①多田　伸治（35）

②渡津町

③１期　④なし

た だ しん じ
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９
月
１
日
（
水
）か
ら

９
月
22
日
（
水
）
ま
で
の

予
定
で
す
。

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕９

月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
が
９
月
１
日
の
場

合
『
８
月

24

日
の
午
前

中
ま
で
』
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
12
月
定
例
会
）

に
付
託
・
審
議
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
江
津
市
政
功
労
表
彰

（
議
員
12
年
以
上
）

・
福
原　

昭
平

・
永
岡　

静
馬

・
山
本　
　

誉

・
長
原　

富
夫

・
川
上
テ
ル
子

◇
全
国
市
議
会
議
長
会

　

特
別
表
彰

（
議
員
20
年
以
上
）

・
室
安　

延
博

・
山
根　

英
毅

◇
中
国
市
議
会
議
長
会

　

特
別
表
彰

（
議
員
20
年
以
上
）

・
室
安　

延
博

・
山
根　

英
毅

（
議
員
16
年
以
上
）

・
坂
本　

照
良

・
藤
代　

昌
希

（
議
員
12
年
以
上
）

・
福
原　

昭
平

・
永
岡　

静
馬

・
山
本　
　

誉

・
川
上
テ
ル
子

◇
中
国
市
議
会
議
長
会

　

正
副
議
長
普
通
表
彰

（
正
副
議
長
３
年
以
上
）

・
福
原　

昭
平

◇
中
国
市
議
会
議
長
会

　

普
通
表
彰

（
議
員
８
年
以
上
）

・
土
井　

正
人

・
河
野　

正
行

・
門　
　

屋
臣

・
藤
田　

利
作

・
長
原　

富
夫

監
査
委
員

・
田
中　

直
文

改
選
が
終
わ
り
新
し

い
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

更
な
る
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
本
市
議
会
に

と
っ
て
、
広
報
活
動
は

重
要
な
位
置
づ
け
と
言

え
ま
す
▼
市
民
の
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
、
読

ん
で
も
ら
え
る
誌
面
づ

く
り
を
心
が
け
、
研
鑽

を
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
▼
現
在
、
本

会
議
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
映

は
一
般
質
問
だ
け
で
し

た
が
、
定
数
減
に
よ
り

放
送
時
間
に
余
裕
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
初
日

も
放
送
で
き
る
よ
う
に
、

協
議
し
、
実
現
す
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
森
脇
悦
朗
）

議　

長　

土
井　

正
人

委
員
長　

森
脇　

悦
朗

副
委
員
長　

島
田　

修
二

委　

員　

多
田　

伸
治

委　

員　

横
田　

省
吾

委　

員　

河
野　

正
行

委　

員　

藤
田　
　

厚

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・

　

情
報
公
開
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

お
知
ら
せ

募　

集　

中

表　
　

彰

人　
　

事

○
次
回
定
例
会
日
程

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　

受
付
に
つ
い
て

 

広場に芝生を植える市民の皆さん

市民200人が苗植え参加

議員一般質問から１年　芝生化実現

江の川河川敷を芝生化江の川河川敷を芝生化江の川河川敷を芝生化

昨年の６月定例会で２人の議員が一般質問した芝生化の推進について、本市が前向きに検討し、

平成22年度一般会計において、1,207万円で予算化された「リバーサイドパーク天然芝生化新設事

業」が実現された形となりました。

河川敷に緑のじゅうたんを造ろうと、江の川右岸の広場

で６月27日に、市民200人が3万 4000本の芝生の苗を植え

ました。来年の春には、サッカーなどのスポーツ交流や市

民の憩いの場として本格的に使用できるそうです。

これからも、ストレス社会の中で、運動や情操教育など

で効果のある芝生化を幼稚園、保育所、小・中学校の園庭・

校庭にも進められることが望まれます。

編

後

集

記

トピ
ック

ス




